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当コラムの著作権は株式会社帝国データバンクに帰属します。著作権法の範囲内でご利用いただき、私的利用
を超えた複製および転載を固く禁じます。 

CBDC（中央銀行デジタル通貨）とデータ保護・プライバシーへの課題 

 

CBDC（中央銀行デジタル通貨）が提供する便利さと効率性の一方で、データ保護とプラ

イバシーの問題は最も敏感で扱いが難しい課題の一つです。CBDCは、ユーザーの金融取引

をデジタル化し、管理することが可能ですが、これにより生じるプライバシー侵害のリスク

は、幅広い社会的および政治的な懸念を引き起こす可能性も考慮に入れなければなりません。 

 

CBDCの設計においては、ユーザーのプライバシーを保護しつつ、不正行為やマネーロン

ダリング防止などの規制要件を満たす必要があります。その理由は、取引の透明性を確保す

る一方で、個人を識別する情報は保護されるべきだからです。プライバシーと透明性の間で

バランスをとる方法として、匿名性や擬似匿名性の技術が検討されています。例えば、取引

の詳細は公開される一方で、関連する個人の識別情報は暗号化され、限られた条件下でのみ

解読可能にするアプローチなどが考えられています。 

 

また、データの暗号化は、CBDCのプライバシー保護において中心的な役割を果たす技術

とみなされています。強固な暗号化プロトコルを適用することで、ユーザーデータの安全性

を保ちながら、信頼性の高いサービスを提供することが可能です。また、ブロックチェーン

技術が提供する分散型台帳は、セキュリティの向上に寄与すると見込まれています。 

 

ユーザーのデータアクセスを適切に制御することは、プライバシー保護において不可欠と

なってきます。アクセス権を持つ者によるデータの利用状況を監視し、不正アクセスやデー

タ漏洩を防ぐためのシステムが整備されることは重要な要件となるでしょう。 

 

CBDCのユーザーは自身のデータがどのように使用され、保護されるのかを正しく理解す

る権利があります。これを実現するためには、透明性の高いコミュニケーションと、ユーザ

ーが自らのプライバシーを管理できるようになるための支援が重要です。ユーザーがプライ

バシー設定を自分で管理できるオプションが提供されれば、より安心して CBDCを利用する

ことができるのではないでしょうか。 

 

CBDCの導入に際しては、データ保護とプライバシーの課題を適切に管理することが極め

て重要です。技術的な解決策の適用だけでなく、法的・規制的な枠組みの整備と、ユーザー

の意識向上が必要となります。こうしたことによって、CBDCがもたらす利便性を安全かつ

公平に享受できるようにする基盤が築かれていくでしょう。 
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